
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注１）当四半期における配当予想の修正有無：無 

（注２）平成23年３月期の配当予想額は現時点で未定であります。  

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

 当社グループの業績は、商品市況及び株式市況の動向により大きく影響を受ける傾向があり、業績を適正に予想す

ることが困難であるため、当社グループは業績予想の開示を控えさせていただき、第２四半期及び本決算の業績速報

値を、決算数値が確定したと考えられる時点で速やかに開示してまいる所存です。 
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四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  1,604  △8.5  △62  －  130  －  241  －

22年３月期第１四半期  1,752  △35.3  △76  －  △11  －  △1,112  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  21  50  －      

22年３月期第１四半期  △93  87  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  37,876  12,055  30.0  1,011  43

22年３月期  38,261  11,893  29.3  997  30

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 11,354百万円 22年３月期 11,195百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －       0 00 －     7 00  7  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  －     －     －      －      



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規        社 （社名）                         除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：有 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当社グループでは業績予想の開示を控えさせていただいておりますので、平成23年３月期の配当につきましても開

示を控えさせていただき、取締役会で配当を行う旨の決議を行った場合は、適時開示してまいる所存です。 

  

－ －

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 12,920,340株 22年３月期 12,920,340株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,694,023株 22年３月期 1,694,023株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 11,226,317株 22年３月期１Ｑ 11,848,101株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日～６月30日）における当社グループの営業収益は、商品先物取引

業収益が増収となったものの、証券業収益が減収となった事から、営業収益は前年同期比8.5%減となる1,604百万

円となりました。一方で、連結子会社において支店の統廃合等コスト削減を図った事から、営業費用は前年同期比

8.9%減となる1,666百万円となりました。この結果、営業損失は62百万円（前年同期は76百万円の営業損失）とな

りました。 

また、当第１四半期連結累計期間において特別目的会社の事業終了に伴う匿名組合投資利益154百万円を営業外

収益として計上した事もあり、経常利益は130百万円（前年同期は11百万円の経常損失）となりました。 

また、連結子会社である日産センチュリー証券株式会社において、金融商品取引責任準備金戻入124百万円を特

別利益として計上した事もあり、当第１四半期連結累計期間の純利益は241百万円（前年同期は1,112百万円の純損

失）となりました。  

なお、各セグメントの業績は以下のとおりです。 

  

①商品先物取引業 

 当第１四半期連結累計期間における国内商品先物市場は、欧州発の信用不安によるユーロ安や株式市場の下落

により安全資産として注目を集めた金を中心とする貴金属市場の売買は活況を呈したものの、市場流動性の低下

を背景に値動きの荒い相場展開が続いた農産物市場における売買が低迷した事から、全国商品取引所出来高は前

年同期比2.5%減の8,357千枚となりました。 

 当社グループにおきましては、上記市況の中、金や白金などの委託売買高が好調であった事から商品先物委託

手数料収入は前年同期比14.9%増の777百万円となりました。一方、商品自己売買損益は28百万円（前年同期比

63.3%減）、その他が６百万円となり、当第１四半期連結累計期間の商品先物取引業収益は前年同期比7.7%増の

813百万円となりました。 

  

②証券業 

 当第１四半期連結累計期間における国内株式市場は、４月初めに日経平均株価が11,400円台まで上昇いたしま

したが、その後、ギリシャなど欧州の財政不安を背景に世界的に株価が下落し、日経平均株価も下落基調で推移

いたしました。５月下旬には朝鮮半島情勢の緊迫化を受け下落基調をさらに強め日経平均株価は9,500円を割り

込み、さらに６月初めには円高進行を受けて9,000円台前半まで急落いたしました。 

 当社グループにおきましては、上記市況を受けて個人の委託者による取引が低調となった事から、証券委託手

数料収入は前年同期比20.5%減の656百万円となりました。また、証券自己売買損益は31百万円（前年同期比

7903.2%増）金融収支は15百万円（同7.9%増）、その他が４百万円となり、当第１四半期連結累計期間の証券業

収益は708百万円（同15.7%減）となりました。  

  

③経営管理業  

 当第１四半期連結累計期間における経営管理業は、受取地代家賃が38百万円（前年同期比12.2%減）、その他

営業収益が１百万円（同82.4%減）となりました。 

  

④その他  

  当第１四半期連結累計期間におけるその他売買損益は41百万円（前年同期比35.4%減）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は37,876百万円となり、前連結会計年度末に比べて384百万円の減少と

なりました。これは主に、信用取引資産が1,693百万円、委託者先物取引差金が502百万円、流動資産その他に含

まれるトレーディング商品が230百万円、それぞれ増加した一方で、現金及び預金が1,224百万円、金銭の信託が

499百万円、差入保証金が769百万円、それぞれ減少した事等により流動資産が71百万円減少した事、並びに投資

有価証券が130百万円、投資その他の資産その他に含まれる長期差入保証金113百万円、それぞれ減少した事等に

より固定資産が312百万円減少した事によるものであります。  

  

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末の負債の合計は25,821百万円となり、前連結会計年度末に比べて546百万円の減

少となりました。これは主に、信用取引負債が605百万円、流動負債その他に含まれるトレーディング商品が244

百万円、それぞれ増加した一方で、預り証拠金（現金）が489百万円、預り金が628百万円、それぞれ減少した事

等により流動負債が201百万円減少した事、並びに固定負債が220百万円、特別法上の準備金が125百万円、それ

ぞれ減少した事によるものであります。 

  

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産の部では、株主資本と評価・換算差額等の合計が11,354百万円となり、

前連結会計年度末と比べて158百万円の増加となりました。これは主に、第１四半期純利益を241百万円計上した

一方で、配当金の支払額が78百万円あった事によるものであります。また、少数株主持分は３百万円の増加とな

り、純資産合計は12,055百万円となりました。  

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は4,368百万円となり、前連結会計年度末に比

べ1,124百万円の減少となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,165百万円の支出（前第１四半

期連結累計期間は857百万円の支出）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益を250百万円計上し

た事、並びに信用取引資産の増減額が△1,693百万円、信用取引負債の増減額が605百万円となった事等によるも

のであります。 

  

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、199百万円の収入（前第１四半期

連結累計期間は842百万円の収入）となりました。これは主に、匿名組合出資金の払戻による収入が197百万円と

なった事等によるものであります。 

  

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、141百万円の支出（前第１四半期

連結累計期間は653百万円の支出）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出が39百万円、親会

社による配当金の支払額が78百万円あった事等よるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの業績は、商品市況及び株式市況の動向により大きく影響を受ける傾向があり、業績を適正に予想

することが困難であるため、当社グループは業績予想の開示を控えさせていただき、第２四半期及び本決算の業績

速報値を、決算数値が確定したと考えられる時点で速やかに開示してまいる所存です。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

特定子会社の異動はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、重要な企業結合や事業分離、業績の著しい好

転又は悪化、その他経営環境に著しい変化が生じ、又は、一時差異等の発生状況について前連結会計年度末から

大幅な変動があると認められる場合には、繰延税金資産の回収可能性の判断にあたり、財務諸表利用者の判断を

誤らせない範囲において、前連結会計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に、当該著しい変化又は大幅な変更による影響を加味したものを使用しております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．持分法適用関連会社の変更 

前連結会計年度まで持分法適用関連会社であった㈱トレードビジョンは、当社の影響力が低下したため、当

第１四半期連結会計期間より持分法適用関連会社から除外しております。 

２．表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表） 

①前第１四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「トレーディング

商品（商品有価証券等）は、重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より区分掲記する事といたし

ました。なお、前第１四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「トレーディング商品（商品

有価証券等）」は42,201千円（商品有価証券等42,201千円）であります。  

（四半期連結損益計算書） 

①「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）

の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示してお

ります。 

②前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「匿名組合投資

利益」は、重要性が増したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記する事といたしました。なお、前

第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「匿名組合投資利益」は3,356千円でありま

す。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）  

①前第１四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示し

ておりました「匿名組合投資損益」は、重要性が増したため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記する

事といたしました。なお、前第１四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その

他」に含まれる「匿名組合投資損益」は△3,356千円であります。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,829,847 8,054,639

委託者未収金 184,283 156,861

保管有価証券 863,463 826,936

金銭の信託 5,071,386 5,571,198

トレーディング商品 268,935 －

商品有価証券等 268,484 －

デリバティブ取引 450 －

信用取引資産 7,623,061 5,929,883

信用取引貸付金 7,065,512 5,073,648

信用取引借証券担保金 557,549 856,235

差入保証金 5,683,363 6,452,955

委託者先物取引差金 1,398,022 895,300

短期貸付金 1,150,916 1,150,114

未収入金 23,416 109,078

その他 771,432 785,105

貸倒引当金 △21,588 △13,731

流動資産合計 29,846,541 29,918,343

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,106,198 3,110,058

減価償却累計額及び減損損失累計額 △962,353 △944,170

建物及び構築物（純額） 2,143,844 2,165,887

土地 3,114,576 3,114,576

その他 1,573,514 1,573,958

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,141,894 △1,124,172

その他（純額） 431,620 449,785

有形固定資産合計 5,690,040 5,730,249

無形固定資産   

ソフトウェア他 307,450 327,335

無形固定資産合計 307,450 327,335

投資その他の資産   

投資有価証券 859,945 989,969

出資金 234,848 239,273

その他 2,193,357 2,314,907

貸倒引当金 △1,255,422 △1,258,941

投資その他の資産合計 2,032,730 2,285,208

固定資産合計 8,030,221 8,342,793

資産合計 37,876,763 38,261,136
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

トレーディング商品 244,519 －

商品有価証券等 238,199 －

デリバティブ取引 6,320 －

信用取引負債 6,125,782 5,520,708

信用取引借入金 5,404,708 4,215,800

信用取引貸証券受入金 721,074 1,304,907

短期借入金 508,182 606,322

1年内返済予定の長期借入金 156,996 156,996

未払法人税等 15,031 44,452

賞与引当金 28,669 70,569

預り証拠金 7,670,184 8,159,749

預り証拠金代用有価証券 863,463 826,936

預り金 4,533,454 5,162,176

受入保証金 721,167 582,943

その他 602,596 540,261

流動負債合計 21,470,049 21,671,116

固定負債   

長期借入金 1,785,672 1,824,921

繰延税金負債 98,944 109,674

退職給付引当金 409,140 872,487

役員退職慰労引当金 397,688 397,688

負ののれん 767,092 800,706

その他 641,371 314,664

固定負債合計 4,099,909 4,320,142

特別法上の準備金   

商品取引責任準備金 228,064 228,844

金融商品取引責任準備金 23,551 147,892

特別法上の準備金合計 251,616 376,737

負債合計 25,821,574 26,367,996

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,753,500 2,753,500

資本剰余金 1,954,522 1,954,522

利益剰余金 8,278,180 8,141,513

自己株式 △1,629,971 △1,629,971

株主資本合計 11,356,230 11,219,564

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,643 △23,589

評価・換算差額等合計 △1,643 △23,589

少数株主持分 700,601 697,166

純資産合計 12,055,188 11,893,140

負債純資産合計 37,876,763 38,261,136
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益   

受取手数料 1,503,883 1,434,675

売買損益 141,757 101,726

その他 106,828 67,943

営業収益合計 1,752,468 1,604,345

営業費用 1,828,543 1,666,438

営業損失（△） △76,074 △62,092

営業外収益   

受取配当金 16,175 18,491

匿名組合投資利益 － 154,858

為替差益 589 －

負ののれん償却額 30,646 33,613

その他 32,740 24,648

営業外収益合計 80,152 231,613

営業外費用   

支払利息 15,086 13,193

為替差損 － 18,486

その他 727 7,413

営業外費用合計 15,814 39,094

経常利益又は経常損失（△） △11,736 130,425

特別利益   

金融商品取引責任準備金戻入 2,475 124,340

その他 785 55,910

特別利益合計 3,260 180,250

特別損失   

投資有価証券評価損 9,302 50,515

子会社株式売却損 1,045,771 －

固定資産除売却損 13,341 2,004

商品取引責任準備金繰入額 354 －

その他 30,637 7,625

特別損失合計 1,099,407 60,144

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,107,883 250,532

法人税、住民税及び事業税 5,896 4,509

法人税等調整額 △461 △461

法人税等合計 5,435 4,047

少数株主損益調整前四半期純利益 － 246,484

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,168 5,142

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,112,149 241,341
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,107,883 250,532

減価償却費 52,237 67,411

株式報酬費用 889 －

負ののれん償却額 △30,646 △33,613

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,752 3,637

受取利息及び受取配当金 △24,795 △25,592

支払利息 15,086 13,193

匿名組合投資損益（△は益） － △154,858

為替差損益（△は益） △1,119 19,946

持分法による投資損益（△は益） △7,017 －

投資有価証券評価損益（△は益） 9,302 50,515

固定資産除却損 12,941 2,004

商品取引責任準備預金の増減額（△は増加） △2,172 2,527

商品取引責任準備金の増減額（△は減少） △2,120 △780

金融商品取引責任準備金の増減額（△は減少） － △124,340

委託者未収金の増減額（△は増加） 11,423 △22,468

委託者先物取引差金（借方）の増減額（△は増
加）

1,309,447 △502,721

差入保証金の増減額（△は増加） 481,214 877,450

信用取引資産の増減額（△は増加） △1,625,846 △1,693,177

信用取引負債の増減額（△は減少） 1,559,712 605,074

未収入金の増減額（△は増加） 88,316 106,954

未収収益の増減額（△は増加） △1,844 14,605

預り証拠金の増減額（△は減少） △1,645,961 △489,565

未払金の増減額（△は減少） △136,100 54,951

預り金の増減額（△は減少） 334,499 △628,721

受入保証金の増減額（△は減少） △99,911 138,223

その他 41,409 324,586

小計 △767,185 △1,144,225

利息及び配当金の受取額 25,067 18,943

利息の支払額 △15,030 △15,799

法人税等の支払額 △100,715 △24,093

法人税等の還付額 1 0

営業活動によるキャッシュ・フロー △857,862 △1,165,174
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

金銭の信託の取得による支出 － △188

金銭の信託の解約による収入 1,031 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △79,205 △5,089

有形固定資産の売却による収入 9,350 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,600 78

匿名組合出資金の払戻による収入 － 197,200

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

409,482 －

貸付による支出 △1,400,000 －

貸付の回収による収入 1,908,279 250

その他 △8,075 6,852

投資活動によるキャッシュ・フロー 842,462 199,103

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入による収入 － 500,000

短期借入金の返済による支出 △500,000 △500,000

長期借入金の返済による支出 △30,000 △39,249

親会社による配当金の支払額 △118,559 △78,584

その他 △5,011 △23,245

財務活動によるキャッシュ・フロー △653,570 △141,078

現金及び現金同等物に係る換算差額 674 △16,975

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △668,296 △1,124,124

現金及び現金同等物の期首残高 6,811,640 5,492,943

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △7,656 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,135,687 4,368,819
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

１．グループ会社の事業再編について  

 当社は、平成22年７月26日開催の取締役会におきまして、平成23年１月４日を目途として、下記のとおり当社

の連結子会社である日本ユニコム株式会社（以下、「日本ユニコム」）と同じく連結子会社である日産センチュ

リー証券株式会社（以下、「日産センチュリー証券」）との間で一部事業の承継につき決議し、また当該両子会

社におきましても同日開催の各社取締役会にて、本件事業再編に関する決議を行いました。 

（１）本件事業再編の内容 

① 日本ユニコムの商品先物取引オンライントレード部門を、吸収分割の方法により、日産センチュリー証 

  券が承継する。 

② 上記①に併せて、日本ユニコムが保有する各商品取引所の取引参加資格や清算機構の清算資格等も日産 

  センチュリー証券が、同じく吸収分割の方法により承継する。これにより、日本ユニコムは日産センチ 

  ュリー証券を取次母体とする取次商品取引員へと業態変更を行う。  

（２）本件事業再編の目的 

 当社グループは、商品先物取引業及び証券業を主力業務として前者を日本ユニコムにおいて、後者を日産セン

チュリー証券においてそれぞれ個別的に担っております。 

 我が国では、こうした当社グループの基幹業務はそれぞれを規制する法律が異なり、管理監督する行政当局が

異なることから、それぞれ別個に独立したものとして取り扱われてまいりました。 

 しかしながら、こうした営業の在り方は国内外投資家にとっては利便性の良いものとは言えず、我が国の金

融・資本市場の国際競争力を失うものであることから、近年、証券・金融・商品先物の全てを包括的に取り扱

う“総合取引所”構想が政府により打ち出されて来ております。実際に新政権下におきましても、６月に閣議決

定された「新成長戦略」において、2013年度までに総合取引所を創設する方針が謳われました。 

 こうした背景の中、当社グループにおきましては、当該総合取引所構想が具体的に実現されるかどうかは別と

して、或いはその時期がまだ将来の事であっても、その構想の求めるところに沿って証券・金融・商品先物を総

合的に取扱う体制を整備する事は、まずはお客様の利便性を高める事に資するものであると確信しております。

 こうした考えの下、具体的には日本ユニコムの商品先物取引のオンライントレード部門を日産センチュリー証

券が承継し、同時に日本ユニコムは対面取引に特化した商品取引員として取次へと業態変更を行う事といたしま

した。 

 日産センチュリー証券は、当社のグループ会社の主力会社の１社であり、1948年創業とその取引実績は長

く、東京証券取引所及び大阪証券取引所の取引参加者であり、また全国に１２店舗網を展開しており、お客様

にとっても身近に、そして安心してお取引いただける証券会社であります。 

 今後、同社では、以下のとおり、証券及び商品先物の両方を取り扱う体制を整備するとともに、オンライン

トレードを利用して幅広くデリバティブ取引関連の投資商品の取扱いを多様化し、上記の総合取引所による金

融商品の総合的販売体制を構築してまいる所存でおります。 

 また、日本ユニコムにおきましては今後、対面取引に特化することとなり、費用の削減など経営効率の向上

を図ることにより、新しい法規制環境の下において対応できるビジネスモデルの刷新を容易にすることがで

き、同社の事業・経営基盤のさらなる強化に資するものと考えております。 

 なお、今後の各事業会社の営業戦略ですが、日本ユニコムにおきましては、まずは本年９月に予定されてい

る東京工業品取引所の取引時間24時間化に対応し、お客様がいつでも注文を発注できるように社内の体制整備

を行ってまいります。また、対面取引のお客様の発注方法の多様化も図ってまいります。現在でも、携帯電話

による情報配信ツールである「Ｐ－フラッシュ」においてネットを経由した発注が可能ですが、来年以降も、

携帯電話やPC等を利用したネット発注機能のさらなる強化を図り、対面取引のお客様の利便性のさらなる向上

に努めてまいります。その他、日産センチュリー証券と合同で、今まで以上の内容及び質にて各種セミナーを

実施する等、新しい法規制に十分対応出来る営業体制を構築する予定でおります。 

 一方、日産センチュリー証券におきましては、まずは本年12月を目途に、海外取引所に上場されている商品

先物取引のオンライントレードを開始する所存です。具体的には、米国のニューヨーク商品取引所（ＣＯＭＥ

Ｘ）の金やニューヨーク・マーカンタイル取引所（ＮＹＭＥＸ）の原油等の取扱を開始する予定でおります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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 その他、国内外の証券先物、他のデリバティブ取引の導入も積極的に検討し、加えて、アジアを中心とした

外国株取引なども広く取り扱う計画であります。さらには、ＩＳＶ（独立系ソフトウェア・ベンダー）のシス

テムを利用した海外事業法人との取引拡大にも努めてまいる所存であります。 

（３）今後の日程（予定）  

平成22年９月初め 吸収分割契約書締結（日本ユニコム、日産センチュリー証券） 

平成22年９月半ば 吸収分割承認臨時株主総会（日本ユニコム） 

平成23年１月４日 吸収分割期日 

 ※１ 本件事業再編に関する詳細につきましては、決定次第、適時開示してまいります。 

 ※２ 日産センチュリー証券につきましては、簡易分割で行う事を想定しており、臨時株主総会の開催は 

    予定しておりません。 

 ※３ 上記事業再編につきましては、主務大臣及び関連団体または関連機関等から本件吸収分割に係る許 

    認可等をそれぞれ得る事が前提であります。  

（４）業績に与える影響  

 本件事業再編は、連結子会社間での事業再編であり、当社連結業績に与える影響は軽微であると考えており

ます。   

  

２．固定資産の譲渡について 

 当社は、平成22年７月29日開催の取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決議いたしました。  

（１）譲渡の理由 

 資産効率の向上及び財務体質の強化を目的として、当社が保有する賃貸用不動産の一部を譲渡するものであ

ります。  

（２）譲渡資産の内容  

①譲渡資産の概要  

②譲渡による損益 

 本件固定資産譲渡に伴いまして、平成23年３月期の第２四半期連結決算及び個別決算におきまして、固定

資産売却益204百万円を特別利益として計上する予定です。  

③決済方法 

 現金決済   

（３）譲渡先の概要 

 譲渡先（国内不動産業者）につきましては、先方との都合上、開示を控えさせていただきます。なお、譲渡

先との人的、資本的、取引関係はありません。  

（４）本件の日程 

平成22年７月29日 売買契約締結 

平成22年９月17日 物件引渡し   

（５）業績に与える影響 

 本件固定資産譲渡に伴う、平成23年３月期の連結業績及び個別業績に与える影響は、上記「②譲渡による損

益」に記載のとおりであります。 

  

資産の名称及び所在地  帳簿価額  譲渡価額 現況 

 名称 ：ＵＧＨ桜台 

 所在地：東京都練馬区豊玉上2-20-9  

 面積 ：土地 330.57㎡ 

     建物 1,121.23㎡ 

260百万円  324百万円  賃貸用不動産  

 名称 ：ＵＧＨ武蔵小杉 

 所在地：神奈川県川崎市中原区小杉町 

     1-517-2他 

 面積 ：土地 363.61㎡ 

     建物 1,055.61㎡  

241百万円  382百万円  賃貸用不動産  

合   計  502百万円  706百万円  －  
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